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（別紙２）トリアージ・フロー図 

 
        NO 
                 YES 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
                            NO 
  YES             YES 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   
 
＊作業の優先順位は、番号順であるが、３、４については並行して作業できるとよい 
 

資料に塗工紙がふくまれるか？ 

作業４ 

別紙３「自然空

気乾燥法」によ

り処理する 

作業１（※） 

ポリ袋に小分けにして収納

する（可能ならば水道水で洗

浄してからの方がよい） 

48 時間以内に処理できるか？ 

作業５ 

作業分のみ出して、別紙３「自

然空気乾燥法」により処理す

る。冷凍したものを解凍する

際は乾燥しないようにポリ袋

に入れて解凍する 

作業 2（※） 

48時間以内ででき

るもの以外は、冷

凍あるいは別紙４

「脱気(脱酸素)処
理法」により処理

する 

作業３ 

作業分のみポリ袋から出し

て、別紙３「自然空気乾燥法」

により処理する 

（※）アート紙、コート紙などの塗工紙のページ貼り付き（固着）を回避するために… 
① 濡れた状態から素早くページ間を開き、乾燥させる方法（自然空気乾燥法）が基本である 
② ①の処置が直ちに全ての資料でとれない場合の時間稼ぎとしての最善策は「冷凍」である 
③ ポリ袋収納、脱気(脱酸素)処理法は冷凍庫が直ちにかつ十分に確保できない場合の次善策である 
④ この図は現実的にとりうる③の次善策に基づいて作成されているが、早急に冷凍庫を確保して移

動させることが望ましい 
⑤ 水道水で洗浄しておくと、カビの軽減だけでなく、塗工紙の固着を軽減できる 


